
令和２年度  学校評価   ＜児童・保護者・教職員アンケート＞ 

                                 春日井市立東野小学校 

実施時期：令和３年１月中旬   

回答数： 児童 ３７２名 （回答率 １００％） 保護者 ２４９名 （回答率 ６６．９％） 

     教職員 ２６名  

実施方法：Ｗｅｂによるアンケート 

 

昨年度に引き続きｗｅｂ上での調査を行った。ｗｅｂを使っての調査は３年目を迎え、児童・

職員も答え方に慣れて特に大きな混乱もなく集計をすることができた。保護者の児童数に対する

回答率は、６６．９％（世帯数２８１で考えると９０％ほどの回答）であり、昨年度とほぼ同じ回

答率だった。今年度よりＨｏｍｅ＆ｓｃｈｏｏｌが導入され、約９７％の保護者が登録いただい

ている。登録ができていないところは紙面での回答をお願いした。開かれた学校運営をはかって

いくため、アンケートへの協力がさらに多く得られるよう工夫をしていきたい。 
 

１ 学校は楽しいですか。（楽しんでいると思いますか。） 

＜児童＞ 

 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 

 児童の９１％以上、保護者の９４％以上が、「学校が楽しい（楽しんでいる）」「少し楽しい」と答えており、

高い値であった。この値は、昨年度とほぼ同じである。しかし、「あまり楽しくない」「楽しくない」と答えて

いる児童が３２名と昨年度に比べて少し増加している。「どちらかといえば不満」「不満足」と答えている保護



者は１４名（昨年度は１６名）見られた。ほとんどの児童、保護者ともに、学校は楽しいところであると認識

しているようだが、登校しぶりやいじめの案件もみられた。今年度は、年度始めコロナ対応のため臨時休校が

あり、いつも通りの教育活動を進めることができなかった。子どもたちにとって楽しい学校生活が続くよう児

童の様子を丁寧に観察し、温かい関係が続くように努めていく必要がある。 

 

 

２ 授業は分かりますか。（分かりやすい授業を行っていると思いますか。） 

＜児童＞ 

 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 
 「授業が分かりますか」の問いに対して、「よく分かる」「まあまあ分かる」と答えた児童は９４％を超えてい

た。また、その授業に対し８名の保護者が「どちらかといえば不満」「不満足」と答えていた。昨年度２３名であ

ったことから、授業への信頼が少し高まったと言える。 

 

 

３ 進んで授業に参加していますか。 

＜児童＞ 



 

３ 学校は一人一人を大切にした授業を行っていると思いますか。 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 
 「進んで授業に参加していますか」の問いに対して、９２％の児童が「よく取り組んでいる」「まあまあ取り組

んでいる」と答えていた。 

一方、「一人一人を大切にした授業を行っていると思いますか」の問いに対して、「どちらかといえば不満」「不

満」答えた保護者が、８．４％見られ、これは昨年度の１３．２％に比べて減少した。今年度は、授業参観が実

施できなかったにもかかわらず、２の問いと同じように保護者からの少し理解は高まったことは、喜ばしいこと

である。 

 

 

 

４ 進んであいさつができていますか。（できていると思いますか。） 

＜児童＞ 

 



＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 
児童のあいさつについては、児童の８３％、保護者の８０％が「進んでできている」「できている」答えてい

た。今年度は、コロナ対策のため大きな声を出すということは控えなければならなかったが、児童会が中心とな

り「あいさつ運動」を継続して行ってきた成果と思われる。日ごろの登校の様子から、あいさつする児童は見ら

れるようにはなっているが、教職員の４２％はまだ十分ではないと感じていた。まずは大人から進んであいさつ

を心がけ、継続した指導を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

５ 友達となかよくしていますか。（友達どうしの関係は良好ですか。） 

＜児童＞ 

 

＜保護者＞ 

 



＜教職員＞ 

 

 友達関係の問いでは、９７％の児童、保護者の９１％、教職員の９５％が「なかよくしている」「まあまあして

いる」と答えていた。どの対象であっても極めて高い数値であった。コロナ対策で、行事が少なくなった中、授

業中心の日常であり、 

 

 

６ きまりを守って行動できていますか。（できていると思いますか。） 

＜児童＞ 

 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 

 「きまりを守って行動できていますか」という問いに対し、児童の９１％、保護者の９３％が「十分満足」「満

足」と答えていた。それに対して教職員は７２％であった。学校と家庭では環境が違うので、とらえ方が違いの

ではないかと思われる。 

 

 



７ 進んでそうじやお手伝いができていますか。（できていると思いますか。） 

＜児童＞ 

 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 
 「進んでそうじやお手伝いができていますか」という問いに対し、児童の８７％が「できている」「おおむねで

きている」と答えていた。一方、保護者、教職員はそれよりもやや低い傾向がみられた。 

 

 

 

 

８ あなたのことを分かってくれる先生、話したいことを聞いてくれる先生はいますか。 

＜児童＞ 

 



８ 学校は、お子さんの相談に対して誠実に対応していると思いますか。 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 
 児童理解についての問いでは、「話を聞いてくれる先生がいない」と答えた児童が１８．１％見られた。質問の

仕方を昨年と少し変えているので、昨年度と比較はできないが、今年度は日課を変更し、放課に手洗いを行うな

どゆっくりと相談できる時間が確保できなかったことも起因していると思われる。保護者からの回答については、

「どちらかといえば不満」「不満足」と答えた割合は、ほぼ同じであった。コロナ対策は今後も続くため、子ども

たちの心に寄り添えられるよう、全職員で臨んでいきたい。 

  

９ 学校は、災害や事故などの安全指導に留意していると思いますか。 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 
 学校安全についての回答では、９５％以上の保護者が「十分満足」「どちらかといえば満足」と答えており、昨

年度以上の高い理解を得ることができた。今年度はコロナ対策で、保護者と避難訓練を行うことができなかった

が、このような結果が得られたことは喜ばしいことである。 



 10 通学班で協力し、交通ルールを守って登下校できていますか。 

＜児童＞ 

 

＜保護者＞ 

 

＜教職員＞ 

 

 

 通学班の問いについては、保護者で「十分満足」「おおむね満足」の合計が８９．２％であり、昨年度とよりも

良い結果が得られた。ＰＴＡ及び地域の方の見守り活動、下校時の教師の見守りが継続して行われているからこ

その結果であると思われる。日々の登下校は、保護者・地域・学校の連携が不可欠である。今後も継続した連携

が図れるよう努めていきたい。 

 

 

11 学校は、必要な情報を十分に発信できていますか。 

＜保護者＞ 

 



＜教職員＞ 

 
 

 「学校からの情報が十分に発信できていますか」という問いに対して、「十分満足」「どちらかといえば満足」

と答えた保護者は９２％であった。これは昨年度に比べて、８％ほど増えていた。今年度は、年度始めに臨時休

校、分散登校等、過去に例をみない対応が続き、Ｈｏｍｅ＆ｓｃｈｏｏｌ、緊急メール、学校ホームページから

の情報発信は欠かせないものとなった。今後も用途を考え、学校からの情報発信がタイムリーに行えるよう努め

ていきたい。 

 

 

12 学校は、保護者の方に対し、誠意をもって対応できていますか。 

＜保護者＞ 

 

 ＜教職員＞ 

 
保護者への対応では、「十分満足」、「どちらかといえば満足」を合わせた回答が９３％以上で、昨年度よりも

３％増えた。今後も保護者の方から信頼が得られるよう誠意をもった対応に心がけていきたい。 


